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運用報告書（全体版） 

日本超長期国債インデックス
ファンド（ラップ向け） 

 

 
 

第２期（決算日：2022年５月12日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「日本超長期国債インデックス

ファンド（ラップ向け）」は、去る５月12日に第２期

の決算を行いました。ここに謹んで運用状況をご報

告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／国内／債券／インデックス型 

信託期間 2030年５月10日まで（2020年12月28日設定） 

運用方針 

日本超長期国債インデックスマザーファンドⅡ
受益証券への投資を通じて、主としてわが国
の国債に投資を行います。マザーファンド受
益証券の組入比率は高位を維持することを基
本とします。対象インデックスとの連動を維
持するため、先物取引等を利用し債券の実質
投資比率が100％を超える場合があります。 

主要運用対象 

ベ ビ ー
ファンド 

日本超長期国債インデックスマ
ザーファンドⅡ受益証券を主要
投資対象とします。 

マ ザ ー
ファンド 

わが国の国債を主要投資対象と
します。 

主な組入制限 

ベ ビ ー
ファンド 

外貨建資産への投資は行いません。 

マ ザ ー
ファンド 

外貨建資産への投資は行いません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には分配を行わない
ことがあります。 
 

  
※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 

 

 分配金額の決定にあたっては、信託財産の
成長を優先し、原則として分配を抑制する
方針とします。（基準価額水準や市況動向等
により変更する場合があります。） 
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日本超長期国債インデックスファンド（ラップ向け）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ 
国債 超長期（11-） 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

2020年12月28日 10,000 － － 277.89 － － － 500 

１期(2021年５月12日) 9,964 0 △0.4 277.41 △0.2 99.8 － 122,930 

２期(2022年５月12日) 9,470 0 △5.0 264.34 △4.7 99.3 － 71,257 
 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 

（注） ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債 超長期（11-）とは、野村證券株式会社が発表している日本国が発行した固定利付債（個人向けは対象外）

の残存期間11年以上の債券のパフォーマンスインデックスで、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債のサブインデックスです。 

当該指数の知的財産権およびその他一切の権利は同社に帰属します。なお、同社は、当該指数の正確性、完全性、信頼性、有用性、市場

性、商品性および適合性を保証するものではなく、当該指数を用いて運用されるファンドの運用成果等に関して一切責任を負いません。

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 
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日本超長期国債インデックスファンド（ラップ向け）

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

Ｎ Ｏ Ｍ Ｕ Ｒ Ａ － Ｂ Ｐ Ｉ 
国 債  超 長 期 （ 1 1 - ） 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

 騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2021年５月12日 9,964 － 277.41 － 99.8 － 

５月末 9,937 △0.3 276.67 △0.3 99.6 － 

６月末 9,936 △0.3 276.81 △0.2 99.7 － 

７月末 10,044 0.8 279.86 0.9 99.7 － 

８月末 10,025 0.6 279.31 0.7 99.5 － 

９月末 9,959 △0.1 277.55 0.1 99.8 － 

10月末 9,936 △0.3 276.98 △0.2 99.7 － 

11月末 9,969 0.1 277.97 0.2 99.6 － 

12月末 9,925 △0.4 276.87 △0.2 99.7 － 

2022年１月末 9,777 △1.9 272.74 △1.7 99.6 － 

２月末 9,648 △3.2 269.19 △3.0 99.5 － 

３月末 9,594 △3.7 267.72 △3.5 99.8 － 

４月末 9,519 △4.5 265.70 △4.2 74.9 － 

(期  末)       

2022年５月12日 9,470 △5.0 264.34 △4.7 99.3 － 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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日本超長期国債インデックスファンド（ラップ向け）

 運用経過 
第２期：2021年５月13日～2022年５月12日 

当期中の基準価額等の推移について 
 
基準価額等の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。 

※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。 

第 ２ 期 首 9,964円 
第 ２ 期 末 9,470円 
既払分配金 0円 
騰 落 率 －5.0％ 

 

 

日本超長期国債インデックスファンド（ラップ向け）
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日本超長期国債インデックスファンド（ラップ向け）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
基準価額の主な変動要因 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基準価額は期首に比べ5.0％の下落となりました。 
基準価額の動き 

ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（－4.7％）を
0.3％下回りました。 

ベンチマークとの差異 

ベンチマークに連動する投資成果をめざして運用を行った結
果、基準価額はベンチマークとほぼ同様の動きとなりました。 

下落要因 

日本超長期国債インデックスファンド（ラップ向け）
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日本超長期国債インデックスファンド（ラップ向け）

 
投資環境について 

 
国内超長期国債市況 
国内債券市況は下落しました。 
国内債券市況は期の前半から2021年年末
にかけてはもみ合いで推移しました。そ
の後、インフレ懸念や利上げ観測の高ま
りによる米金利の上昇などから国内債券

市況は下落しました。期の終わりにかけ
てはウクライナ情勢緊迫化による上昇局
面があったものの、米国の利上げへの積
極的な姿勢などを受けて国内債券市況は
反落し、期を通して見ても下落しました。 

 
 
当該投資信託のポートフォリオについて 

 
日本超長期国債インデックスファン
ド（ラップ向け） 
資産のほぼ全額をマザーファンドに投資
したことにより、基準価額はマザーファ
ンドとほぼ同様の推移となりました。 
 
日本超長期国債インデックスマザー
ファンドⅡ 
資産のほぼ全額を国債（先物を含む）に
投資し、高い国債組入比率を維持しまし
た。 

ベンチマークであるＮＯＭＵＲＡ－ＢＰ
Ｉ国債 超長期（11-）の構成銘柄を年限
の属性でグループに区切り、ベンチマー
クの各グループの比率とポートフォリオ
の同じグループの比率を極力近づけるよ
うに、ポートフォリオを構築しました※。 
※一般的に、このような手法を層化抽出
法といいます。 

 
 

第２期：2021年５月13日～2022年５月12日

日本超長期国債インデックスファンド（ラップ向け）
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日本超長期国債インデックスファンド（ラップ向け）

 
当該投資信託のベンチマークとの差異について 

  
日本超長期国債インデックスファンド（ラッ
プ向け） 
ベンチマークとのカイ離は△0.3％程度となりまし
た。 
マザーファンド保有以外の要因 
ファンドの管理コスト等による影響は△0.3％程度で
した。 
マザーファンド保有による要因 
マザーファンド保有による影響は△0.0％程度でし
た。 
 
ベンチマークとの差異の主な要因は以下の通りです。 
主なプラス要因        ：ポ  ートフォリオ要因によるもので
す。 
主なマイナス要因：取引要因によるものです。 

基準価額（ベビーファンド）と 
ベンチマークの対比（騰落率） 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 

日本超長期国債インデックスファンド（ラップ向け）
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日本超長期国債インデックスファンド（ラップ向け）

 
分配金について 

 
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。 
 
分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み） 
 

項 目  第２期 
2021年５月13日～2022年５月12日 

 当期分配金（対基準価額比率）  －（－％） 

  当期の収益  － 

  当期の収益以外  － 

 翌期繰越分配対象額  114 

 
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基

準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。 

 
 

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。） 
 
日本超長期国債インデックスファン
ド（ラップ向け） 
マザーファンドの組入比率を高位に維持
する方針です。 
 

日本超長期国債インデックスマザー
ファンドⅡ 
ベンチマークの動きに連動する投資成果
をめざして運用を行います。 

 
 

日本超長期国債インデックスファンド（ラップ向け）
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日本超長期国債インデックスファンド（ラップ向け）

 
１万口当たりの費用明細 

 
項目 

 当期  
項目の概要 

 金額（円）  比率（％）  

(ａ)信 託 報 酬  25  0.253  (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数） 

 ( 投 信 会 社 )  (16)  (0.165)  ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価 
 ( 販 売 会 社 )  (5)  (0.055)  交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価 
 ( 受 託 会 社 )  (3)  (0.033)  ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価 

(ｂ)そ の 他 費 用  0  0.003  (ｂ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 ( 監 査 費 用 )  (0)  (0.003)  ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用 

合  計  25  0.256   

期中の平均基準価額は、9,857円です。   
 
（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を

含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。 

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。 

（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親
投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対
応するものを含みます。 

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。 

2021年５月13日～2022年５月12日

日本超長期国債インデックスファンド（ラップ向け）
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日本超長期国債インデックスファンド（ラップ向け）

（参考情報） 
■総経費率 
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は0.25％です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。 

 

日本超長期国債インデックスファンド（ラップ向け）
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日本超長期国債インデックスファンド（ラップ向け）

○売買及び取引の状況 (2021年５月13日～2022年５月12日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
日本超長期国債インデックスマザーファンドⅡ 178,734,070 178,479,254 227,005,336 225,483,833 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2021年５月13日～2022年５月12日) 

 

＜日本超長期国債インデックスファンド（ラップ向け）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜日本超長期国債インデックスマザーファンドⅡ＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
公社債 294,542 95,195 32.3 311,957 100,907 32.3 

平均保有割合 80.9%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

（注） 公社債には現先などによるものを含みません。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券です。 

 

○組入資産の明細 (2022年５月12日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

日本超長期国債インデックスマザーファンドⅡ 123,241,696 74,970,430 71,251,896 
 
 
 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 

親投資信託残高 
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日本超長期国債インデックスファンド（ラップ向け）

○投資信託財産の構成 (2022年５月12日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

日本超長期国債インデックスマザーファンドⅡ 71,251,896 97.6 

コール・ローン等、その他 1,786,783 2.4 

投資信託財産総額 73,038,679 100.0 
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日本超長期国債インデックスファンド（ラップ向け）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年５月12日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 73,038,679,110   

 コール・ローン等 138,194,610   

 日本超長期国債インデックスマザーファンドⅡ(評価額) 71,251,896,776   

 未収入金 1,648,587,724   

(B) 負債 1,781,213,885   

 未払解約金 1,647,538,089   

 未払信託報酬 132,181,606   

 未払利息 19   

 その他未払費用 1,494,171   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 71,257,465,225   

 元本 75,245,692,739   

 次期繰越損益金 △ 3,988,227,514   

(D) 受益権総口数 75,245,692,739口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,470円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 123,372,032,729円 

期中追加設定元本額 192,908,282,339円 

期中一部解約元本額 241,034,622,329円 

また、１口当たり純資産額は、期末0.9470円です。 

○損益の状況 (2021年５月13日～2022年５月12日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       15,479   

 受取利息 230   

 支払利息 △       15,709   

(B) 有価証券売買損益 △3,369,630,593   

 売買益 1,290,952,802   

 売買損 △4,660,583,395   

(C) 信託報酬等 △  334,351,497   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △3,703,997,569   

(E) 前期繰越損益金 63,681,147   

(F) 追加信託差損益金 △  347,911,092   

 (配当等相当額) (    192,912,126)  

 (売買損益相当額) (△  540,823,218)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △3,988,227,514   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △3,988,227,514   

 追加信託差損益金 △  347,911,092   

 (配当等相当額) (    346,983,208)  

 (売買損益相当額) (△  694,894,300)  

 分配準備積立金 514,030,815   

 繰越損益金 △4,154,347,237   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は3,988,227,514円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2021年５月13日～ 
2022年５月12日 

費用控除後の配当等収益額 450,349,668円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 346,983,208円 

分配準備積立金額 63,681,147円 

当ファンドの分配対象収益額 861,014,023円 

１万口当たり収益分配対象額 114円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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